
令和8年度　射水市立東明小学校グランドデザイン　　

　豊かな人間性と創造性を備えた、たくましい人材の育成、射水市を担い、様々な分野で活躍できる人づくり

豊かな心をもち、未来を生き抜く、たくましい子供の育成

なりたい自分を目指して　成長する子供の育成

～合言葉：チャレンジ・チェンジ～

・目当てをもち、進んで体つくりに取り組む全校体制で

の活動の充実

・特別活動や体育科、総合的な学習の時間等における、

心と体の健康について考える場の設定

・家庭との連携によるよりよい生活習慣（生活リズムの自己管理、

清潔チェック、メディアコントロール)の定着

・日々の生活や発災時に安全に行動する能力や態度の育成と、そ

の環境づくり

・「あったか言葉」や「あったか行動」 の取組の充実

・「東明小７つのあいさつ」を基本とした場に応じた挨拶の定着

・一人一人のよさや違いを認めるとともに、自分も周りも大切

にする場の設定

・自主的・実践的な特別活動や異年齢集団活動の推進

・豊かな心を育てる道徳教育の充実

・子供たちが安心・安全に過ごすことができる居場所づくり

・未然防止や早期発見、早期対応に努める生徒

指導の推進

・特別な配慮を要する子供に対する支援の充実

・基礎的・基本的な知識及び技能の確実な習得を図るための指

導の充実

・「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善

・「個別最適な学び」と「協働的な学び」を往還させた授業づくり

・子供が課題意識を高め、自己調整しながら学習を進める

ことができる学習過程の工夫

・自分の考えを広め深める、考えをつなげる

（聞き合い・伝え合い）場の工夫

・学びの成果を自覚できるまとめや振り返り

の充実

・学習専用端末やデジタル教科書等のＩＣＴ

機器の積極的な活用

＜知＞ ＜徳＞

アクションプラン〈知〉

考えをつないで表現する子供

(達成度 ８０％)

＜体＞

対話を通して 学び合う子供 相手を思いやり 助け合う子供

◎考えをつないで表現する

○自分の考えをもち、進んで表現する

○聞き合い伝え合って、考えをつなぐ

◎あったか言葉・あったか行動を実行する

○進んで挨拶をする

○仲間の輪を広げる

◎進んで運動に取り組む

○心と体の健康について考え、元気に生活する

○よりよい生活習慣を身に付ける

たくましい子考える子 やさしい子

目指す子供 像

目指す学校 像

考える子

健康な心と体で 生活する子供

・子供の豊かな学びを実現するために、教職員一人一人が自分の個性

を生かし、持ち味を発揮して、指導や支援にあたる。

・情報を共有し、全児童を全教職員（専門機関や外部機関を含む）で

育てる。

・学び合い、高め合い、支え合う教職員集団をつくる。

・ベテラン教員の指導力を生かし、キャリアステージに応じて若手や

中堅教職員の指導力を向上させる研修を充実させる。

やさしい子

アクションプラン〈徳〉

あったか言葉・あったか行動を

実行する子供

(達成度 ８０％)

たくましい子

アクションプラン〈体〉

進んで運動に取り組む子供

(達成度 ８5％)

子供、教職員、保護者、地域にとって魅力的な学校

・学校運営協議会での情報交換、保護者や地域と連携した教育活動に

取り組み、信頼される開かれた学校づくりに努める。

・地域の「人・もの・こと」から学ぶ体験活動を推進し、子供たちが、

地域への誇りと愛着をもつことができるようにする。

・幼・保・中及び地域、各種団体等とのネットワークを生かして、連携

や交流を図る。

・様々な教育活動の取組状況、成果を積極的に公開する。

・教育課程や学校行事等の適正化を図り、教職員の負担を軽減する。

・デジタル技術（校務支援ソフトやあんしんメール等）の有効活用

による校務の見直しや改善を行う。

・出退勤時刻の管理や働き方の見直しを行い、意識改善を図る。

・月２回以上の定時退勤の日の設定、チャージ・デーを有効活用する。

・教職員の心と体の健康、家族の健康を保持する職場環境をつくる。

チームとしての学校づくり 家庭・地域とともにある学校づくり

働き方改革

子供にとって 子供自身が学びたいと思う楽しい学校 保護者にとって 保護者が学ばせたいと思う信頼できる学校

教職員にとって 豊かな発想を生かせる働きがいのある学校 地域にとって 我がまちの誇りとして支援したくなる学校

重 点 目 標

学校教育目標

射水市教育理念


